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大学概要 

法人名 学校法人 朝日大学 

代表者 理 事 長   宮 田 侑 

設 立 1971 年 2 月 27 日 

主たる所在地 〒501-0296 岐阜県瑞穂市穂積 1851 

連絡先 代表 TEL 058-329-1111 

  専任教職員数          人数     学生数            人数 

学長 １ 法学部 ４９２ 

法学部 ２１ 経済学部 １，００８ 

経済学部 ４３ 歯学部 ８２９ 

歯学部 １８１ 法学研究科 １３ 

その他 ７ 経済学研究科 １０ 

事務職 １４２ 歯学部研究科 ８７ 

医療職 ３８７ 留学生別科 ５６ 

技術・労務職 ５６ 歯科衛生士専門学校 ２４１ 

合計 ８３８ 合計 ２，７３６ 

本学の建学の精神は、国際未来社会を切り開く社会性と創造性、そして、

人類普遍の人間的知性に富む人間を育成することにある。 



 

 

 

 

 



 

 

 

インタビューには、株式会社エンカレッジの朝日大学様ご担当の北川さんにも

ご同席いただきます。 

 

★学校法人 朝日大学 沿革 

 
 

 

 

 

 

 本日は、NPO 法人 JASIPA 関西支部

会員である株式会社エンカレッジ

が、発売している、医療系学校向け

WEB 学習支援システム（製品名：「CBT

ーMedical」）をご導入されている、

岐阜県瑞穂市の学校法人朝日大学の

歯学部教授 住友伸一郎先生をお訪

ねし、語学試験（TOEFL,TOEIC な

ど）でも使われている CBT ＝

computer based testing のお取り組

みや同校の今後の構想などの話をお

聞かせいただきます。さらに CBTー

Medical の導入に至った経緯や、活

用の成果や、これからの取り組みや

考え方についてもお話をお伺いした

いと思います。 

１９７１年 ２月 学校法人岐阜歯科大学設立認可 

１９７１年 ４月 岐阜歯科大学を開設 

１９７１年 ５月 岐阜歯科大学附属病院を開設 

１９７３年 ４月 岐阜歯科大学附属歯科衛生士学校を開設 

１９８５年 ４月 経営学部経営学科を開設 

１９８５年 ４月 法人の名称を学校法人朝日大学に 

１９８７年 ４月 法学部法学科を開設 

１９９１年 ４月 経営学部情報管理学科開設 

２００１年 ４月 留学生別科を開設 

２０１4年 ４月 保健医療学部看護学科開設 

 



★今回導入のシステム CBTーMedical の概要

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下、インタビューレポート 

 

★先ずは、朝日大学様について教えて下さい。 

［住友先生］歯学を中心としてた医療系の大学です、特色は「建学の精神」を

モットーに教育を進めています、詳しくはホームページを御覧ください。 

Misson AND GOAL 学部の目的 

歯学部では、建学の精神にのっとり、基礎教育系と歯科医学の専門教育系で構

成した６年一貫の系統教育により、高い倫理観と教養を身につけると共に専門

知識及び専門技術を習得し、地域にとどまらずに国際社会にも通用する歯科医

師の育成を目指しています。※朝日大学歯学部様記載のホームページから抜粋 

 

★エンカレッジ社をお知りになった切掛について教えて下さい。 

［住友先生］2011 年 1 月の医療系ｅ－ラーニング全国交流会（於：産業医科大

学）のエンカレッジ社の展示ブースで名刺交換をしたのが初対面でした。その

時は教育機関向けの試験システムが有るんだなと思った程度です。 



 

★その後の経過は如何でしたか？ 

［住友先生］その後も、毎年開催される医療系ｅ－ラーニング全国交流会に参

加した折に展示ブース等で継続的に情報提供を貰ったリしていました。 

 

★なるほど、では導入までには割りと間隔が空いていたのですね、では導入の

経緯を教えて下さい。 

［住友先生］大学の歯学部や医学部では臨床実習前の共用試験で CBT（試験）＝

computer based testing を実施しているはご存知だとは思いますが、CBT に利用

している教室をもっと有効的に学内の試験でも使えないのかなという話が学部

内で持ち上がり、エンカレッジ社の CBTーMedical を思い出して、使えそうなシ

ステムが有るよと話をして、実際エンカレッジ社のシステムを事務部門や教務

部門関係者にデモを見てもらった所、そのシステムで良いんじゃないのと、ト

ントン拍子に決まりました。 

 

★CBT 教室の有効活用が導入の切掛ですね、それは何時くらいの時期でしたか？ 

［住友先生］2012 年秋頃に話が出てその年の 12 月位にデモをして導入が決まっ

たかな。その後、昨年の運用に先立ち、教職員に事前に使ってもらい 6 月から

仮運用して、7月に運用開始しました。 

 

★システムの選定ポイントがあれば教えて下さい。 

［住友先生］こちらの条件というのが、学内のコンピュータ室にサーバーが有

り基本的にクローズド（外部から切り離された）の環境で使いたい、かつ医科

系の学校向けシステムで探したが、ネットを使ったｅ－ラーニングシステムは

多かったが条件に合うシステムが CBT-Medcical 以外に候補がなかったんです。 

 

★以外に見合うシステムが見当たらなかったのですね、では導入実績数という

点は気にならなかったでしょうか？ 

［住友先生］実際に他の歯学部系・医学部系の大学で使っている試験システム

は、フルオーダーメイドで開発されているのが殆どなので、エンカレッジ社の

導入実績がそんなに多くないのは当然と思っていましたので実際気にはならな

かったです。またフルオーダメードで開発する試験システムは、開発費はとて

も高く保守費用だけでも毎年１千万以上もするので、そんな高価な物は本校で

は買えません、それに比べてエンカレッジ社製の試験システムはパッケージな

ので、導入も含めてリーズナブルな費用だったため、予算がすんなり通ったと

いった所ですね。 



 確かに、フルオーダーメイドの試験システムに比べて何でも痒いところに手

が届くかとは言えないですが、要望をバージョン UP として対応してもらってい

るので、費用対効果では大変満足しています。 

 

★導入中や導入後にトラブル等はあったのでしょうか？ 

［住友先生］大きなトラブルと言えば、導入中に学生を集めて３，４回お試し

をやってみたんですが、その時は問題がなかったので、まぁいけるやろと本番

稼働したら、いきなり止まりかけたので、倒れそう（ご自身が）になった事が

ありました。 

［北川さん］私も気が気じゃなかったです。 

［住友先生］画像が大きすぎたのが原因でしたね、それでも動作が遅くなった

けどサーバーダウンすること無く動きましたけどね。その後は大きなトラブル

はなく、事務方が教科ごとにデータを分析したいとか細かい対応は有りました

が、現在は問題なく運用中です。 

 

★導入後の感想は如何でしょうか？ 

［住友先生］現在は試験問題を修正する時に、一旦サーバーからデータを読み

出すために、検索してファイルを開いて等、手順が多いので今後はページ飛ば

し等、操作面の使い勝手の向上を期待しています。また今後は試験コンテンツ

の登録が増えてきているので過去の試験コンテンツの変更は同じ文言等の一括

変換機能があれば良いなと思っています。 

［北川さん］朝日大学様はユーザーの中で CBTーMedical を一番使って頂いてお

り、バグ出しも含めて大変お世話になっています。なので CBTーMedical の品向

上に大変貢献して頂いております。 

★なるほど、各種不具合の改善も同校と二人三脚で実施され、ユーザーとパッ

ケージ製品の向上に理想型の関係を築いていらっしゃる訳ですね。 

［北川さん］先生いつも、有難うございます。 

 

学生さんの評判はどうですか？ 

［住友先生］毎年国が実施する CBT は年１回しかないので何度も受けれるのは

学生にとっても慣れ親しむのに良いでしょうね。 

但し、学生にとっては試験が増えることを喜ぶ事は無いですがね（笑） 

 

★さて今更の質問になりますが、保守メンテナンスも含めて、エンカレッジ社

は大阪の会社ですよね、距離とかご不安は無かったでしょうか？ 

［住友先生］確かに、近いに越したことはないが、レスポンスよく対応してい



るので、不安はありません。細かい要望のも含めて距離感なく応対してもらっ

ているので、今後も頼りにしています。 

 現在は責任者のわたし（住友先生）が一人で運用していますが、今後は教職

員全員で使うように準備中です。試験問題の登録も各講座の担当にやってもら

うつもりで準備を進めています。一方では教職員皆が一斉に使いはじめると障

害が発生しないか心配もあります、エンカレッジ社の迅速なサポートを期待し

ています。 

［北川さん］判りました、頑張ります。 

 

★朝日大学様の今後の IT 戦略を教えて下さい。 

［住友先生］医科系は以外に IT には強くなくて、アナログな人が多いんです。

現在講義の資料も含めて、学生に配るプリントは PDF 化して、活用し進めてい

ます。今後も段々と練習問題や宿題をシステムに載っけて行きたいと思います。

但し電子化が進むとコピペを懸念する先生もいるので、色々と問題はあります

が、それは運用次第です。将来的には、各講座のパソコンからも、試験問題を

登録したいと考えています、その時もお願いしますね。 

［北川さん］日頃は、わたしどもの製品の品質向上に大変ご協力を頂いている

ので、こちらこそよろしくお願いします。 

 

★エンカレッジ社含めて ICT ベンダーへの要望があればお願いします。 

［住友先生］やはりユーザーフレンドリーで使い勝手がいいシステムが良いで

すね。パッケージソフトでありながらも個々の要望に応じてくれる柔軟なパッ

ケージソフトを望んでいます、実際には対応（エンカレッジ社に）して貰って

ますが。今後も、ちょっとした事等、小回りの利く対応があれば助かります（笑） 

 歯学部・医学部等の医療系は得てして IT 系には弱い人が多いので、ICT ベン

ダーの話を鵜呑みにしてよく失敗しています。なので、何が出来て、何が出来

ないのかを、しっかり説明してほしいです。また、メリットだけなくその結果

どの様な影響があるのか、デメリットも割愛せずに説明して欲しいと思います、

よろしくお願いします。 

 



 

ユーザーとICTベンダーの理想的な関係を構築されている事がよく判りました。

本日は、長時間にわたり、貴重なお時間を割いてご説明いただき誠にありがと

うございました。インタビューは以上で終了します。 

 

学校法人 朝日大学（ http://www.asahi-u.ac.jp/ ） 

 

＜地域の IT かかりつけ医を目指す：JASIPA 関西支部会員＞ 

株式会社エンカレッジ（ http://www.enc-jp.com/ ） 

   住所   ■〒530-0001 大阪市北区梅田１－１－３ 大阪駅前第３ビル３階 

   事業概要 ■ソフトウエア開発・ネットワーキング 

        ■システムコンサルティング 

      ■情報技術者の育成および専門分野における派遣 

      ■ＣＢＴ（Computer Based Testing）を利用したテスト配信、テスト会場運営 

      ■職業紹介事業 

      ■ＩＴ教育支援 

特定非営利活動法人 ＪＡＳＩＰＡ  （日本サービスイノベーションパートナー協会）関西支部 

http://jasipa-kansai.com/ 

※ 本記事は、2014 年 2 月 14 日に実施したインタビューの内容をまとめたものです。 

http://www.jasipa.jp/

